
 

 第 65回―2022年 紙パルプ技術協会年次大会 参加者募集 

主催：紙パルプ技術協会 企画：総合企画専門委員会 

協賛：日本印刷学会、高分子学会、色材協会、繊維学会 

 

 紙パルプ技術協会では、紙パルプ産業関連技術の紹介、普及と会員相互の交流を図るため年次大会を開催しております。昨年、

一昨年の年次大会はコロナ禍のため、現地開催行事は全て取り止め、オンデマンド配信による講演会、また展示会に代わる Web 展

示サイトを設置しました。ご講師各位、ご出展各社、オンデマンド配信大会ご参加の皆様にあらためて御礼申し上げます。 

 さて今年の年次大会は 3 年振りに現地開催とし、会場は年次大会において初めての千葉・幕張メッセでの開催であります。今年のテ

ーマは昨年に続き「紙パルプ産業の新たな飛躍－イノベーションの推進と加速する変革へのチャレンジ－」としました。地球温暖化対

策の推進が益々求められる中、紙パルプ産業界において長年培ってきたバイオマス技術、紙加工技術等により、温室効果ガス削減

等、持続可能な地球環境作りへの貢献が大いに期待されているところです。今年も紙パルプ産業関連企業各社による製品の展示や

デモンストレーション等からなる展示会、また講演会では「CNF」、「プラスチック代替」、「IoT」、「家庭紙」等の特別セッションを含む新

技術・新製品紹介・操業経験などの講演会を実施いたします。 

展示会、講演会とも紙パルプ関連の最新技術情報を得る、また交流の場として貴重な機会となりますので、本年も多数ご参加くださ

いますよう、ご案内申し上げます。なお，展示会・基調講演・特別講演はどなたでもご参加できます。 

◎開催期日：2022年 10月 5日（水）～7日（金） 

◎会  場：展示会・講演会 「幕張メッセ」   〒261-8550 千葉市美浜区中瀬 2-1 

          工場見学※ ・王子マテリア株式会社江戸川工場 

   ・北越コーポレーション株式会社関東工場（市川） 

   ・日本製紙株式会社草加工場 

   ・レンゴー株式会社八潮工場 

   ・JFE スチール株式会社東日本製鉄所 

   ・株式会社マナビス化粧品         ※全６コース中、1 コースを見学 

    

会場詳細 

・講演会場：幕張メッセ 国際会議場 

Ａ会場 コンベンションホールＢ      

      Ｂ会場 中会議室 201        

      Ｃ会場 中会議室 302＋301Ａ     

      Ｄ会場 中会議室 303+301Ｂ    

・展示会場：幕張メッセ 国際展示場展示ホール８(1/2 使用) 

展示期間 10 月 5 日(水)9:00～18:00、10 月 6 日(木)9:00～16:00 

・受  付：幕張メッセ 国際会議場 2F ロビー 

◎参加者募集：7 月 19 日（火）～9 月 16 日（金） 

◎ 年次大会行事 

展示会 幕張メッセ国際展示場 展示ホール８ 

開催日時：第１日 10 月 5 日(水) 9:00～18:00                                     

          第 2 日 10 月 6 日(木) 9:00～16:00 

 

第 1 日 10 月 5 日（水） 

・展示会は 9：00 から開催します。 

 

・＊開会の辞 Ａ会場/コンベンションホールＢ        紙パルプ技術協会 専務理事 福井 照信 10:30～10:35 

 

・＊表 彰 式 同上     佐々木賞、紙パルプ技術協会賞，印刷朝陽会賞・受賞者挨拶           10:35～11:30 

90 分休憩・昼食 

・＊基調講演 同上       紙パルプ技術協会 理事長 福島 一守                     13:00～13:30 

 



 

・＊特別講演 同上  

S- 1  『デジタルトランスフォーメーション～激変する産業の未来と可能性を探る～』  

マイクロソフト株式会社 業務執行役員 エバンジェリスト 西脇 資哲 13:30～15:00 

― ＊印はどなたでもご自由に聴講できます ― 

30 分休憩（15:00～15:30） 

 

-----【Ａ会場 コンベンションホールＢ】----- 

抄紙セッション１ 司会：レンゴー㈱ 柏木 英之 

A- 1 (佐々木賞受賞講演)難処理損紙用マシンパルパーFibre Solve パルパーFSV(U)型 

アンドリッツ㈱ 竹下 陽介 15:30～15:50 

A- 2 難処理損紙用マシンパルパーFibre Solve パルパーFSV(U)C 型の操業経験 

 王子マテリア㈱富士工場 曽根 雅史 15:50～16:10 

A- 3 低グレード古紙使用下の抄紙工程における異物除去技術                 相川鉄工㈱ 吉野 剛史 16:10～16:30 

30 分休憩（16:30～17:00） 

抄紙セッション２ 司会：レンゴー㈱ 柏木 英之 

A- 4 SmartPapyrus®が実現する製紙現場の働き方改革（その１） 

―SmartPapyrus® 1.0 による発生源別欠点分類システム―   ㈱メンテック 下  貴行 17:00～17:20 

A- 5 SmartPapyrus🄬が実現する製紙現場の働き方改革（その２） 

－SmartPapyrus🄬 2.0 による欠点発生予兆解析－   ㈱メンテック 坂田 人丸 17:20～17:40 

A- 6 ソフトセンサーの構築による白水の泡抑制と操業性改善        レンゴー㈱中央研究所 大倉 優作 17:40～18:00 

 

-----【Ｂ会場 国際会議場「中会議室２０１】----- 

パルプセッション  司会：北越コーポレーション㈱ 高済 和弘 

B- 1 (佐々木賞受賞講演）インテンサマックスによるデトラッシング技術 

    ㈱IHI フォイトペーパーテクノロジー 織戸 慧 15:30～15:50 

B- 2 クリタの目指す古紙利用のための総合的ソリューション            栗田工業㈱ 和田 敏 15:50～16:10 

B- 3  ニーダーの操業経験                                        レンゴー㈱尼崎工場 魚谷 佳博 16:10～16:30 

30 分休憩（16:30～17:00） 

IoT セッション１ 司会：北越コーポレーション㈱ 高済 和弘 

B- 4 ロボティクスを活用した工場・プラント施設等の『スマート点検 DX』  

 ブルーイノベーション㈱ 熊田 貴之 17:00～17:20 

B- 5 時代が求めるプロセス産業 DX                                  富士通㈱ 岩崎 哲嗣 17:20～17:40 

B- 6  OnView.MassBalance による OCC での繊維損失の見える化と削減（仮） 

      ㈱IHI フォイトペーパーテクノロジー 古林 和 17:40～18:00 

 

-----【Ｃ会場 国際会議場「中会議室３０２」＋「中会議室３０１Ａ」】----- 

計装セッション１ 司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

C- 1 (佐々木賞受賞講演)オンラインパルプダート計開発と実用化   日本製紙ユニテック㈱ 藤山 道博 15:30～15:50 

C- 2 高精度測色機による生産ライン内でのクオリティ管理とロスの削減 

   エックスライト社 福原 宏之 15:50～16:10 

C- 3 インライン型繊維分析計を用いた重要品質のリアルタイム予測モデルの活用事例 

  フォイトターボ㈱  尹   國珍  16:10～16:30 

30 分休憩（16:30～17:00） 

環境セッション 司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

C- 4 地域循環共生圏の形成に向けた高効率な資源循環システムの構築の取組み 

                        富山環境整備㈱ 高田 雅史 17:00～17:20 

C- 5 製品 CO2 見える化その先へ―CO2 排出量削減の取組紹介―  

横河ソリューションサービス㈱ 山田 忠弘 17:20～17:40 

C- 6 環境負荷の低減に役立つ製紙用薬品                                ハリマ化成㈱ 秋田 修平 17:40～18:00 

 

-----【Ｄ会場 国際会議場「中会議室３０３」＋「中会議室３０１Ｂ」】----- 

家庭紙セッション１  司会：王子マテリア㈱ 渡辺 博之 

D- 1 ヤンキードライヤーのコーティング性能を改善するための OnGuard VBX による高度な振動監視 

  ソレニス(上海)化学㈱ ニック インス 15:30～15:50 

D- 2 家庭紙マシン向け最新抄紙用具の開発 



 

アルバニー・インターナショナル・ジャパン㈱ 川島 浩司 15:50～16:10 

D- 3 トイレットから 40ｇ超のタオルまで幅広くカバーするフェルトデザイン 

アンドリッツ・ファブリック＆ロール㈱ 大橋 慎吾 16:10～16:30 

30 分休憩（16:30～17:00） 

家庭紙セッション２  司会：王子マテリア㈱ 渡辺 博之 

D- 4 家庭紙マシン安定操業のための新たなアプローチ- ヤンキーコーティング薬剤と 

デジタルツールを用いたソリューション-               片山ナルコ㈱ 谷 知憲 17:00～17:20 

D- 5 家庭紙工程におけるスクリーンを利用した繊維回収バスケット(FRB)の適用 

                                 ㈱IHI フォイトペーパーテクノロジー 堂阪 敏夫 17:20～17:40 

D- 6 ワインダーの最新技術と川之江のパイロット加工設備            川之江造機㈱ 加地晋一郎  17:40～18:00 

 

 

第 2 日 10 月 6 日（木） 

・講演会・展示会とも 9：00から開催します。 

 

-----【Ａ会場 コンベンションホールＢ】----- 

CNF セッション１  司会：王子エンジニアリング㈱ 小川 稔 

A- 7 リン酸エステル化 CNFの性質と用途開発 

 王子ホールディングス㈱イノベーション推進本部 奥田 敬子  9:00～ 9:20 

A- 8 抗ウイルス性能を有する紙－CNF 技術の応用展開－         日本製紙㈱研究開発本部 吉松 丈博  9:20～ 9:40 

A- 9 レースカーへの CNF 実装の取組み           大王製紙㈱CNF 事業化プロジェクト 永野 大作  9:40～10:00 

A-10 セルロースナノファイバーから成る多孔体の開発 

北越コーポレーション㈱機能材開発室 根本 純司 10:00～10:20 

      

40 分休憩（10:20～11：00） 

CNF セッション２  司会：レンゴー㈱ 柏木 英之 

A-11 セルロースナノファイバー微多孔膜のリチウムイオン電池への適用 

        特種東海製紙㈱島田工場 森 陽太 11:00～11:20 

A-12 セルロースナノファイバーを用いた木材用耐候性塗料の開発と応用 

玄々化学工業㈱ 大木 博成 11:20～11:40 

A-13 高分解能なディスク遠心沈降方式粒子径分布測定による CNF の分散評価 

                                                           三洋貿易㈱ 谷川 和美 11:40～12:00 

60 分休憩・昼食（12:00～13:00） 

・＊特別講演  

S- 2  『再生可能エネルギーと紙パルプ業界』 

  福島大学客員教授 佐藤 義久 13:00～14:30 

50 分休憩（14:30～15:20） 

カーボンニュートラルセッション１  司会：王子エンジニアリング㈱ 小川 稔 

A-14  苫小牧 CCS 大規模実証試験と当社の取組                    日本 CCS 調査㈱ 川端 尚志 15:20～15:40 

A-15 INPEX の 2050 ネットゼロへの取組み－NEDO-CO2 メタネーション事業を通して－ 

㈱INPEX 若山 樹 15:40～16:00 
A-16（エネルギー委員会選出講演）低温廃熱を利用する吸着材蓄熱システム「メガストック」のご説明 

                                                 高砂熱学工業㈱ 大山 孝政 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

カーボンニュートラルセッション２  司会：王子エンジニアリング㈱ 小川 稔 

A-17 (パルプ技術委員会選出講演）カーボンニュートラルに向けたキルンの燃料転換 

 アンドリッツ㈱ 片山 司 16:30～16:50 

A-18 石灰焼成キルンの燃料転換                       大王製紙㈱可児工場 井戸 成之 16:50～17:10 

A-19 関東工場（勝田） 低炭素化に向けた取り組み 

                                       北越コーポレーション㈱関東工場(勝田) 松原 果唯 17:10～17:30 

 

― 17：40 より同会場にて閉会の辞 ― 



 

 

-----【Ｂ会場 国際会議場「中会議室２０１】----- 

(特別セッション)プラスチック代替セッション１ 司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 

B- 7 紙の通気性を高く維持可能な新規非フッ素系耐油コート剤「SEIKOAT® T-EF201」 

星光 PMC㈱ 松島 輝幸 9:00～ 9:20 

B- 8  紙包材向け水系コーティング剤の開発                荒川化学工業㈱ 佐藤 輝彰 9:20～ 9:40 

B- 9 カーテンコータを用いたバリアコーティング紙の開発(仮) 

㈱IHI フォイトペーパーテクノロジー 片野 敏弘 9:40～10:00 

B-10 飲料パッケージの再利用化技術                     伊藤忠マシンテクノス㈱ 寺嶋 淳泰 10:00～10:20 

 

40 分休憩（10:20～11：00） 

プラスチック代替セッション２ 司会：北越コーポレーション㈱ 高済 和弘 

B-11 木材パルプ由来のバイオマスプラスチック開発 

王子ホールディングス㈱イノベーション推進本部 家高 佑輔 11:00～11:20 

B-12 非飲料向け紙パック「SPOPS（スポップス）」の用途開発と今後の展開 

    日本製紙㈱紙パック営業本部 野田 貴治  11:20～11:40 

B-13 プラスチック削減を目的とした紙パッケージの開発 

王子ホールディング㈱イノベーション推進本部 佐藤 壮 11:40～12:00 

60 分休憩・昼食（12:00～13:00） 

・＊特別講演 Ａ会場／コンベンションホールＢ 

S- 2  『再生可能エネルギーと紙パルプ業界』 

  福島大学客員教授 佐藤 義久 13:00～14:30 

50 分休憩（14:30～15:20） 

試験・分析セッション 司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 

B-14 早い！安全！高再現性！L&W の紙試験技術                               ABB㈱ 梶 貴徳 15:20～15:40  

B-15 地合測定器の新機種”FMT-4”の開発について                          野村商事㈱ 野村 和広 15:40～16:00 

B-16  XRF と XRD を用いた紙中の微量成分分析 

王子ホールディングス㈱イノベーション推進本部 武井 俊達 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

プラスチック代替セッション３ 司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 

B-17 熱成形用バイオマス不織布「キナリト」の開発     王子キノクロス㈱開発研究所 宮崎 さくら 16:30～16:50 

B-18 マイクロセルロースビーズの市場展開             レンゴー㈱福井事業部 前田 裕史 16:50～17:10 

B-19 国内外紙製パッケージリサイクル評価方法の比較調査－CLOMA キーアクション実行ワーキンググループ 5 活動報告－ 

日本製紙㈱研究開発本部 米重 誠樹 17:10～17:30 

 

―Ｂ会場講演終了後、17：40よりＡ会場（コンベンションホールＢ）にて閉会の辞 ― 

 

-----【Ｃ会場 国際会議場「中会議室３０２」＋「中会議室３０１Ａ」】----- 

仕上･搬送／防虫セッション 司会：中越パルプ工業㈱ 高見 賢嗣 

C- 7 ＤＸと自動装置を活用した段原紙倉庫内作業の効率化    レンゴー㈱製紙技術開発部 宍戸 正弘  9:00～ 9:20 

C- 8 MoveRoll 社エアー式原反搬送設備                    ㈱マツボー 今川 和歩  9:20～ 9:40 

C- 9  防虫管理の効率化・省力化を実現するための取り組み方法      アース環境サービス㈱ 石崎 健郎  9:40～10:00 

C-10  LED 照明による昆虫類の誘引を防ぐ窓用防虫フィルム（オプトロンフィルム） 

イカリ消毒㈱ 木村 悟朗 10:00～10:20 

40 分休憩（10:20～11：00） 

設備診断・保全セッション 司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

C-11 光ファイバー温度センサーを利用したコンベア軸受部温度監視装置の導入事例  

王子製紙㈱米子工場 広吉 信幸 11:00～11:20 

C-12 次世代予防保全 設備の健全性状態監視による機器保全管理手法 

      バルメット㈱ 石原 健一・ネレスジャパン㈱(Part of Valmet) 都 友徳  11:20～11:40 

60 分休憩・昼食（12:00～13:00） 

・＊特別講演 Ａ会場／コンベンションホールＢ 

S- 2  『再生可能エネルギーと紙パルプ業界』 



 

  福島大学客員教授 佐藤 義久 13:00～14:30 

50 分休憩（14:30～15:20） 

エンジニアリングセッション１ 司会：中越パルプ工業㈱ 高見 賢嗣 

C-14 曝気ブロワ・フローテータ用ブロワの省エネ・省メンテナンス・低騒音に貢献-IoT で繋がる新技術 

クラウド監視と機械学習により排水処理の安定稼働をサポート-     新明和工業㈱ 山浦 大樹 15:20～15:40 

C-15 操業用鋳造部品における材質の摩耗のしくみと特性                ニダック㈱ 松島 正博 15:40～16:00 

C-16 シールフェイステクノロジー                   日本ジョン・クレーン㈱ 小野 吾吐夢 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

エンジニアリング２・抄紙３セッション 司会：中越パルプ工業㈱ 高見 賢嗣 

C-17 軸受電食対策における軸電圧測定                                福田交易㈱ 小西 悠太 16:30～16:50 

C-18 バルメットの CO2削減に対する取り組み及び製紙技術              バルメット㈱ 大木 亜里沙 16:50～17:10 

 

－Ｃ会場講演終了後、17：40よりＡ会場（コンベンションホールＢ）にて閉会の辞 ― 

 

-----【Ｄ会場 国際会議場「中会議室３０３」＋「中会議室３０１Ｂ」】----- 

エネルギーセッション  司会：三菱製紙㈱ 山本 洋一郎 

D- 7 パルプ工場における CO2削減への提案、および回収ボイラ用スートブロワ ACE 

 アンドリッツ㈱ 山本 崇平  9:00～ 9:20 

D- 8 電気集塵機 整流器・内部更新及び SIR®(高周波電源装置)への交換による性能改善 

 アンドリッツ㈱ 和田 徹  9:20～ 9:40 

D- 9 バルメットの CO2削減技術（仮）                   バルメット㈱ 西原 禎朗  9:40～10:00 

D-10 回収ボイラ最適制御システムの導入         エム・ピー・エム・オペレーション㈱ 千浦 光彦 10:00～10:20 

40 分休憩（10:20～11：00） 

調成・ウエットエンドセッション 司会：王子マテリア㈱ 渡辺 博之 

D-11 叩解技術の発展                                  相川鉄工㈱ 奥村 順彦 11:00～11:20 

D-12 日々に新たに進化する泡対策-製紙工程のお困り事を解決する永続的ケミカルアプローチ 

㈱日新化学研究所 櫻庭 佳孝 11:20～11:40 

D-13 「キュアサイド」と「リアライザー」による抄紙マシンの操業性と紙品質の向上－スライムコントロール剤と 

多機能凝結剤によるウエットエンドの最適化－              ソマール㈱ 武末 早織 11:40～12:00 

60 分休憩・昼食（12:00～13:00） 

・＊特別講演 Ａ会場／コンベンションホールＢ 

S- 2  『再生可能エネルギーと紙パルプ業界』 

  福島大学客員教授 佐藤 義久 13:00～14:30 

40 分休憩（14:30～15:20） 

計装・IoT セッション２ 司会：三菱製紙㈱ 山本 洋一郎 

D-14 (自動化委員会選出講演）汎用インバータから始める生産設備の IoT 対応 

安川オートメーション・ドライブ㈱ 沖野 大輔 15:20～15:40 

D-15 自家発電設備における DX への取り組み         日本製紙㈱エネルギー事業本部 牧 信孝 15:40～16:00 

D-16  プロセス制御におけるパルプ濃度・パルプ性状把握の重要性            ABB㈱ 土肥 清幸 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

計装・IoT セッション３ 司会：三菱製紙㈱ 山本 洋一郎 

D17 プラント点検における水中ドローンの活用について    (一社)日本水中ドローン協会 小林 康宏 16:30-16:50 

                                   

 

―Ｄ会場講演終了後、17：40よりＡ会場（コンベンションホールＢ）にて閉会の辞 ― 

                                    

Ａ会場/コンベンションホールＢ                                  17:40～18:00 

・挨拶      総合企画専門委員会       委員長   細川 幸司 

・閉会の辞    紙パルプ技術協会     専務理事  福井 照信 

                



 

 

 

第 3 日 10 月 7 日（金） 

○工場見学会 

 今大会の工場見学会は例年と異なり、一工場では見学者の受入れができないため、最初から複数コースに分かれての見学

となります。お申し込み時、希望コースを記入いただきますが、各工場とも受入れ人数制約等により、最終的には事務局に

て振り分けさせていただきます。必ずしもご希望通りにならないことを予めご了承ください。 

 また見学申込総数が工場見学収容定員を超過した場合、工場見学できない方のために観光コースを企画しました。サイト

からのお申し込み時、工場見学会に外れた場合の選択肢として観光コースの希望有無を記載する欄がありますのでそちらに

ご記入下さい。観光コースを含め全コースとも追加費用は発生しません。 

 

① 工場見学コース 

下記 A～F の中から希望工場を選択していただきます。 

 A コース 王子マテリア株式会社江戸川工場 〒133-8511 東京都江戸川区東篠崎 2-3-2 

 B コース 北越ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ株式会社関東工場(市川) 〒272-0032 千葉県市川市大洲 3-21-1 

 C コース 日本製紙株式会社草加工場  〒340-0013 埼玉県草加市松江 4-3-39 

 D コース レンゴー株式会社八潮工場  〒340-0833 埼玉県八潮市西袋 330 

 E コース JFE スチール株式会社東日本製鉄所 〒260-0835 千葉県千葉市中央区川崎町１ 

 F コース 株式会社マナビス化粧品  〒279-0032 千葉県浦安市千鳥 15-8 

② 観光コース  

  G コース※ 成田山新勝寺   〒286-0023 千葉県成田市成田１ 

      ※工場見学枠から外れた方のための観光コースです（希望者のみ）。   

 

○ご留意事項 

 見学コース決定結果はバス運行を管理します㈱JTB から各参加申込者宛て、書面で連絡致します。このため参加申込時に

ご連絡いただいた住所、所属、お名前のデータを㈱JTB に通知いたしますので予めご了承ください。得られた個人情報は当

目的以外には使用致しません。 

 

 



 

 

年次大会参加受付について 

○ 年次大会参加申込方法 

・ 年次大会参加申込は紙パルプ技術協会 HP（https://www.japantappi.org/）内の年次大会参加申込サイトをご

利用ください。参加申込はオンラインのみと致します。 

○ 宿泊の予約 

・こちらは例年通りＪＴＢにてご予約を承っております。詳細は後頁でご案内いたします。 

○ 年次大会参加申込の受付期間 

  7 月 19 日（火）～9 月 16 日（金） 

○参加費 ※１ 

 個人・団体会員※1、協賛団体会員 26,000 円  

非会員    40.000 円 

（いずれも消費税込） 

※1：維持・賛助会社所属の非個人会員は 1 社 5 名まで団体会員として申込可能 

なおコロナ感染の収束が見通せないため、懇親会は開催いたしません。 

○ 参加費のお支払いについて 

参加費の納入期限は 9 月末日です。期限を守るようお願い致します。 

参加申込フォームにも、お支払い予定月日の記入欄があります。必ずご記入をお願い申し上げます。 

○ 資料発送について 

お申込いただいた参加者（一括申込の場合はお申込み者）の方には後日、申込受付書、請求書、参加券をメー

ルにてお送り致します。申込書を受領次第、順次送付する予定です。 

なお要旨集、参加者名簿、お弁当引換券は大会当日、受付け時にお渡ししますので、参加証は忘れずにご持参

ください。協会から封書での資料送付はございません。 

○ キャンセルについて 

参加申込受付期間終了後の取り消しは応じられません。代理の方が参加されることをお勧め致します。 

また参加者変更の時は、速やかにご連絡をお願い致します。参加券（名札）や名簿の変更をしますので、 

間際になりますと対応できません。よろしくお願い申し上げます。 

参加者名簿作成後に参加者変更の場合は年次大会当日、会場の受付にて名義変更を行います。 

 



展　示　会

紙パルプ関連機器および原材料等の展示会を開催しますので、是非ともご見学下さい。見学無料です。

1.開催日時　：10月5日(水)　9:00～18:00 　　10月6日(木)　9:00 ～16:00

2.会　　場　　：幕張メッセ　国際展示場　展示ホール８

3.出展会社　：7月15日現在　53団体（50音順）

㈱メンテック

新明和工業㈱

大明工機㈱

東光計器㈱

中村科学機器工業㈱

日鉄パイプライン＆エンジニアリング㈱

㈱丸石製作所

日本エスケイエフ㈱

日本製紙ユニテック㈱

伯東㈱

ビデオジェット・エックスライト㈱

福田交易㈱

新日本通商㈱

ソマール㈱

㈱東興化学研究所

トーカロ㈱

㈱日新化学研究所

日本エイアンドエル㈱

日本ジョン・クレーン㈱

野村商事㈱

バルメット㈱

日本ハネウェル㈱

ハリマ化成㈱

㈱ヒューテック

プロシメックス・ジャパン㈱

三菱ケミカルアクア．ソリューションズ㈱

横河ソリューションサービス㈱

日本紙通商㈱

フォイトターボ㈱

㈱マツボー

無臭元工業㈱

㈱理研グリーン

星光PＭC㈱

㈱テックタイムス

㈲動力舎

ニダック㈱

㈱日東商会

相川鉄工㈱

イカリ消毒㈱

ＡＢＢ㈱

川之江造機㈱

三洋貿易㈱

ＪＦＥプラントエンジ㈱

アース環境サービス㈱

荒川化学工業㈱

伊藤忠マシンテクノス㈱

㈱小熊鉄工所

栗田工業㈱

㈱ＩＨＩフォイトペーパーテクノロジー

アンドリッツ㈱

栄商金属㈱

片山ナルコ㈱

㈱小林製作所
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宿泊予約お申込みについて 

 

○企画実施：株式会社ＪＴＢ 

 観光庁長官登録旅行業第 64 号（社）日本旅行業協会正会員 

           東京都千代田区大手町 2-2-1 新大手町ビル 1 階 

 

○申  込  先：株式会社ＪＴＢ 東京中央支店 

『紙パルプ技術協会年次大会デスク』 

       観光庁長官登録旅行業第 64 号（社）日本旅行業協会正会員 

        総合旅行業務取扱管理者：岩田 祐樹 

 

○申 込 方 法：この会告末尾の『ＪＴＢ宛申込書』を使用して、宿泊選択欄にご記入の上メールにてお申込み下

さい。（FAX でのお申込みも対応致しますが、原則メールでお願い致します。） 

mail：jtb4319_kamipa2022@jtb.com （申込書をファイル添付して下さい。） 

 

※お問い合わせは下記の電話番号もしくは、メールにて承っております。 

TEL:03-6706-2762 (FAX:03-6737-9286) 

              営業時間:月曜日－金曜日 （9：30－17：30） 

※お問い合わせの際は「年次大会の件」とお申し付けくださいませ。 

 

○申 込 期 間：7月 19日(火)－9月 16日(金)※各ホテルともご予約が埋まり次第、締め切りとさせていただきます。 

 

○申込に対する回答：申込締切後にメールでご回答をさせていただきます。 

個人情報保護の観点からＦＡＸ回答は控えさせていただいております。（FAXでお申し込みの場合は郵送にて書類を

お送り致します。）なお宿泊が第一希望・第二希望にならない場合、ＪＴＢより事前に連絡・相談させていただきます。

ご理解賜ります様、よろしくお願い申し上げます。 

 

※予約券及び請求書の送付： 

「ご宿泊ホテル確認書」及び「ご旅行代金請求書」は 9 月上旬ごろから順次お送り致します。 

 

○ お支払方法：9 月 26日(月)までに指定の口座までお振込み下さい。 

※お振込先・口座番号は後日お送りする請求書に記載致します。 

 
○取消料 

 

 

 

                    取  消  日          取  消  料  
旅行開始日の前日から

起算して 

さかのぼって 

1）10 日目にあたる日以前の解除 無    料 
2）9 日目にあたる日以降の解除 

（3～5 を除く） 
旅行代金の 10％ 

 3） 前日以降の解除 

（4～5 を除く） 
旅行代金の 20％ 

4) 当日の解除（5 を除く） 旅行代金の 80％ 
5) 旅行開始後のまたは無連絡不参加 旅行代金の 100％ 

tel:03-6706-2762


※原則お部屋は禁煙でご案内とさせていただきます。喫煙タイプご要望の方は別途お問い合わせください。ご希望が叶わない場合もございますので予めご了承下さい。

 

◇設定日：10月4日(火)・10月5日(水)・10月6日(木)　

※今年度会場の最寄り駅は京葉線「海浜幕張駅」となります。

　　※第3日　（10月7日）の工場見学の際のバスの運行は次の通りです。

　　　　　集合場所：幕張メッセ駐車場。
　　　　　見学コース：各参加者希望コースを参考に事務局にて見学コースを振り分けます。

　　　　　　　　コース決定結果は後日、集合場所、時刻と合わせてJTBよりお知らせします。

※出発時間は変更となる場合もあります。最終のご案内にてお知らせいたします。
※集合時刻を厳守するようお願い致します。

※全コースについて、紙パルプ技術協会HP内の年次大会参加申込サイトよりお申し込みいただきますようお願い致します。

※各コースともに道路状況により、到着時間が変わる可能性がございます。予めご了承下さい。

工場見学バスへのご乗車は全コースとも、紙パルプ技術協会年次大会参加登録者が対象です。

バスの運行について

バス乗車申込法 　　紙パルプ技術協会HP内の年次大会参加申込サイトからお申込み下さい

下記ホテルを事前に確保しております。予約・受付は後ページに掲載の「JTB宛＜宿泊＞申込書」にてＪＴＢへメールにて直接お申込下さい。

宿泊について

○宿泊ホテル一覧表

ホテルは部屋数に限りがございます。受付順とさせていただきますので予約はお早めにお願い致します。

※宿泊料金は１人１泊朝食付き（税込み・サービス料込み）1名1室利用。ツイン利用他ご希望の方はお問い合わせ下さい。

約100G 幕張メッセ→成田山新勝寺→東京駅 15：30頃 無料

D 幕張メッセ→レンゴー㈱八潮工場→東京駅 11:25～11:55頃 無料約80

約40

F 幕張メッセ→㈱マナビス化粧品→東京駅 12:05頃 無料

E 幕張メッセ→JFEスチール㈱東日本製鉄所→東京駅 12:45頃 無料

約40

C 幕張メッセ→日本製紙㈱草加工場→東京駅 12:00頃 無料

B
幕張メッセ→北越コーポレーション㈱関東工場（市川）→東
京駅

11:50頃 無料約40

約40

A 幕張メッセ→王子マテリア㈱江戸川工場→東京駅 11:40頃 無料

ｺｰｽ 内容 東京駅到着時刻 費用定員(名）

約40

客室の 10月4日 10月5日 10月6日

広さ（㎡） 確保部屋数 確保部屋数 確保部屋数

ホテルスプリングス幕張 11,900円
〒261-0021
千葉県千葉市美浜区ひび野1-11

ＪＲ京葉線海浜幕張駅→徒歩約
２分

9,000円 
〒262-0033
千葉県千葉市花見川区幕張本郷
1-33-3

ＪＲ総武線・京成線幕張本郷駅中
央出口→徒歩約６分 13.5

ホ　テ　ル　名 宿泊料金（税込み） 所　在　地 アクセス

1 16.6

2 ファミー Inn 幕張

50 50 50

30 30

50 50 50

303
テトランゼ幕張稲毛海岸ホテ
ル

9,900円 
〒261-0004
千葉県千葉市美浜区高洲
3-20-40

ＪＲ京葉線稲毛海岸駅南口出口
→
徒歩約２分

13.4

ｺｰｽ 集合時刻 出発時刻 ｺｰｽ 集合時刻 出発時刻

Ａ 9:30 9:45 Ｅ 9:15 9:30

Ｂ 9:15 9:30 F 9:30 9:45

Ｃ 9:00 9:15 G 9:45 10:00

Ｄ 9:00、9:30 9:15、9:45




